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５５．．令令和和８８年年度度予予算算  

 (単位：千円)             

 
 
 
６６．．令令和和８８年年度度入入館館者者見見込込みみ 

３，２００人 

収収  入入  のの  部部  支支  出出  のの  部部  

科科  目目  金金  額額  科科  目目  金金  額額  

事業収入 7,700  事業支出 1,000  

  抄紙  2,500  抄紙  400 

  展示室  4,000  展示室  600 

  体験実習  1,200 管理費 15,632  

受託料 8,917     

 雑収入 15     

      

合 計 16,632  合 計 16,632  

１１．．法法  人人  のの  概概  要要

(１) 名 称

(２) 目 的

(３) 移行認可年月日

平成８年３月２９日）
(４) 移行登記年月日

平成８年４月５日）
(５) 基 本 財 産

　（うち鳥取市出捐金２０，０００，０００円）

(６) 役 員

理 事 長 　　平　木　一　義

常務理事 　　山　本　茂　樹

(７) 事 務 所

２２．．令令和和７７年年度度事事業業概概要要

金３０,０００,０００円

評議員：７名　　理事：７名　　監事：２名

　令和７年度は、農家の高齢化や後継者不足に対応するため、農作業の受委託、農

地の保全管理、地域の特産品となる農産物の生産販売を行うことにより、地域農業

の振興と農村地域の発展に努めました。

　農地中間管理事業について、鳥取県農業農村担い手育成機構からの委託業務を行

いました。鳥取市新規就農舎技術習得支援施設「とっとりふるさと就農舎」の委託

管理を行い、新規就農者の育成及び農業体験ほ場の栽培管理を行いました。小学生

以上を対象に農業体験を通して農業への興味、関心を深めるための活動として、農

業教室「ふるさとアグリスクール」を開講しました。農業体験として、５月梨小袋

かけ体験３人、６月梨大袋かけ体験１８人、７月ペルルメロン収穫体験４４人、８

月梨収穫体験４０人、９月ぶどう収穫体験４４人、１０月稲刈り体験２９人、１１

月生姜収穫体験１９人、１２月白ねぎ収穫体験２４人を行い、延べ２２１人の体験

者がありました。農業体験者４名が、とっとりふるさと就農舎と農家及び青谷町梨

団地での２年間に及ぶ研修を経て第１１期生として卒業を迎えました。

　水稲作業の受託、スマート農業に努め、ドローンによる水稲防除を行いました。

　また、公共施設等の除草、鳥取市道他の除雪事業を行いました。

一一般般財財団団法法人人鳥鳥取取市市農農業業公公社社　　経経営営状状況況報報告告書書

　農家の高齢化や後継者不足等に対応するため、農作業の受委
託、農地の保全管理、担い手の育成、特産加工品の開発普及、
都市との交流、農村文化の伝承事業等を行うことにより、地域
農業の振興と農村地域の発展に寄与することを目的とする。

平成２５年　３月２８日

鳥取県鳥取市湖山町東五丁目２２８番地

一般財団法人鳥取市農業公社

平成２５年　４月　１日

（財団法人鳥取市ふるさと農業公社設立登記年月日

（財団法人鳥取市ふるさと農業公社設立許可年月日
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科　　　目 科　　　目 金　　額

１　公益会計事業費 32,010,793 １　財産運用益 18,115

　　　人 件 費 17,116,564 　　　基本財産運用益 6,353

　　　原材料費 △ 131,500 　　　特定資産運用益 11,762

　　　委 託 料 256,609

　　　その他経費 14,769,120 ２　公益会計収益 42,422,722

　　　販売収入 13,515,924

２　管 理 費 9,267,223 　　　作 業 料 4,796,279

　　　人 件 費 5,676,166 　　　利 用 料 973,090

　　　経    費 3,591,057 　　　受 託 料 11,811,498

　　　補 助 金 9,806,000

３　経常外費用 1 　　　指定管理料 0

　　　機械等整備積立金 0 　　　助 成 金 1,519,931

修繕引当金繰入 0

　　　固定資産処分損 1 ３　雑収益 25,461

　　　前期修正損 0 　　　雑 収 益 25,461

　　　雑損失 0

４　収益会計費用 9,706,102 ４　収益会計収入 12,219,364

　　　人 件 費 4,537,792 　　　利 用 料 0

　　　原材料費 0 　　　受 託 料 12,209,380

　　　委 託 料 0 　　  補 助 金 0

　　　その他経費 5,168,310 　　  雑 収 益 9,984

　　  指定管理料 0

５　経常外収益 399,400

　　　固定資産売却益 0

　　　前期修正益 399,400

　　  雑 収 益 0

費  用  合  計 50,984,119 収  益  合  計 55,085,062

当期一般正味財産増加額 4,100,943

一般正味財産　期首残高 25,388,423

一般正味財産　期末残高 29,489,366

指定正味財産　期末残高 30,000,000

正味財産　期末残高 59,489,366

金　　額

３３．．令令和和７７年年度度決決算算

（１）正味財産増減(収益)計算書  （令和7年4月1日から令和8年3月31日まで）

（単位：円）

費　　　　　用 収　　　　　益

科　　　目 科　　　目

１　流動資産 31,419,821 １　流動負債 9,464,831

　　(１)現金及び預金 21,901,206 　　(１)未払金 6,187,396

　　(２)売掛金 1,032,056 　　(２)預り金 4,435

　　(３)未収金 8,002,832 　　(３)未払法人税等 1,474,800

　　(４)貯蔵品 244,150 　　(４)未払消費税等 1,032,200

　　(５)前払金 11,000 　　(４)短期借入金 766,000

　　(６)前払費用 2,101

　　(７)仮払金 226,476

２　固定資産 46,867,538 ２　固定負債 9,333,162

　　(１)基本財産 30,000,000 　　(１)修繕引当金 2,000,000

　　　　　定期預金 30,000,000 　　(２)機械等整備積立 7,000,000

　　(２)特定資産 12,788,014 　　(３)長期借入金 333,162

          減価償却引当預金 12,788,014

　　(３)その他の固定資産 4,079,524 ３　正味財産 59,489,366

　　　　　建物付属設備 0 　　(１)指定正味財産 30,000,000

　　　　　車両運搬具 3,595,443 　　（うち基本財産充当額） 30,000,000

　　　　　構　築　物 418,491 　　(２)一般正味財産 29,489,366

          什 器 備 品 0 　　（内特定資産充当額） 12,788,014

          投資有価証券 30,000

          長期前払費用 35,590

合　　　計 78,287,359 合　　計 78,287,359

（３）財産目録　・・・　（２）貸借対照表　資産の部及び負債の部と同一につき省略

（２）貸借対照表　（令和8年3月31日現在）

（単位：円）

金　　額金　　額

資　産　の　部 負　債　の　部
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科　　　目 科　　　目

１　流動資産 31,419,821 １　流動負債 9,464,831

　　(１)現金及び預金 21,901,206 　　(１)未払金 6,187,396

　　(２)売掛金 1,032,056 　　(２)預り金 4,435

　　(３)未収金 8,002,832 　　(３)未払法人税等 1,474,800

　　(４)貯蔵品 244,150 　　(４)未払消費税等 1,032,200

　　(５)前払金 11,000 　　(４)短期借入金 766,000

　　(６)前払費用 2,101

　　(７)仮払金 226,476

２　固定資産 46,867,538 ２　固定負債 9,333,162

　　(１)基本財産 30,000,000 　　(１)修繕引当金 2,000,000

　　　　　定期預金 30,000,000 　　(２)機械等整備積立 7,000,000

　　(２)特定資産 12,788,014 　　(３)長期借入金 333,162

          減価償却引当預金 12,788,014

　　(３)その他の固定資産 4,079,524 ３　正味財産 59,489,366

　　　　　建物付属設備 0 　　(１)指定正味財産 30,000,000

　　　　　車両運搬具 3,595,443 　　（うち基本財産充当額） 30,000,000

　　　　　構　築　物 418,491 　　(２)一般正味財産 29,489,366

          什 器 備 品 0 　　（内特定資産充当額） 12,788,014

          投資有価証券 30,000

          長期前払費用 35,590

合　　　計 78,287,359 合　　計 78,287,359

（３）財産目録　・・・　（２）貸借対照表　資産の部及び負債の部と同一につき省略

（２）貸借対照表　（令和8年3月31日現在）

（単位：円）

金　　額金　　額

資　産　の　部 負　債　の　部
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科　　　目 金　　額 科　　　目 金　　額

１　公益会計費用 30,307 １　財産運用益 13

　　　人 件 費 16,587 　　　基本財産運用益 13

　　　委 託 料 238 　　　特定資産運用益 0

　　　農地賃借料 100 ２　公益会計収益 36,463

　　　その他経費 13,382 　　　農地賃貸料 100

　　　販売収入 8,550

　　　作 業 料 4,440

　　　利 用 料 500

２　管 理 費 7,846 　　　手 数 料 10

　　　人 件 費 5,808 　　　受 託 料 12,262

　　　経    費 2,038 　　　補 助 金 10,601

　　　指定管理料 0

３　予 備 費 0 ３　雑 収 益 104

　　　予 備 費 0 　　　雑 収 益 104

４　収益会計費用 9,082 ４　収益会計収入 10,670

　　　人 件 費 3,851 　　　利 用 料 0

　　　委 託 料 0 　　　受 託 料 10,668

　　　その他経費 5,231 　　　補 助 金 0

　　　雑 収 益 2

　　　指定管理料 0

費  用  合  計 47,235 収  益  合  計 47,250

当期一般正味財産増加額 15

４４．．令令和和８８年年度度計計画画

（１）事業計画

費　　　　　用 収　　　　　益

（２）一般会計予算書　（令和8年4月1日から令和9年3月31日まで）

（単位：千円）

　農家の高齢化や後継者不足に対応するため、農作業の受委託、農地の保全管理、担い手

の育成を行い、地域の特産品となる農産物の開発及び普及、生産販売を行うことにより、

地域農業の振興と農村地域の発展に寄与します。

　農地中間管理事業について、鳥取県農業農村担い手育成機構からの委託業務を行いま

す。

　鳥取市からの委託管理施設である「鳥取市新規就農者技術習得支援施設」の事業運営に

あたっては、関係機関と連携し、新たな研修生の確保と技能習得に努めます。農業教室

「ふるさとアグリスクール」の事業委託に取り組みます。

　また、公社運営については、事業の効率化を図り、財務の改善に勤め適正な運営に取り

組みます。

株株式式会会社社ふふるるささとと鹿鹿野野  経経営営状状況況報報告告書書  

 
１１  法法人人概概要要  
（１）名 称  株式会社ふるさと鹿野 
（２）目 的  行政とともに推進していく第三セクターの民間組織として、温泉宿泊

施設、特産品の製造、販売や飲食サービスの提供といった収益性の高

い事業と、まちづくりや体験交流といった公益性の高い事業の取組に

よる連関効果を図り、公民連携の企業経営を展開して、鹿野地域の活

性化、雇用創出等の役割を担う拠点機能をめざしている。 
（３）設立許可年月日  平成１６年 ８月１７日 
（４）設立登記年月日  平成１６年１０月 ５日 
（５）資 本 金  金３５,０００,０００円（うち鳥取市１７,５５０,０００円） 
（６）役 員 構 成  取締役７名  監査役２名 
            代表取締役社長 長尾 裕昭   
（７）事務所所在地  鳥取市鹿野町今市９７２番地１ 
  
２２．．令令和和７７年年度度事事業業実実施施状状況況  
核となる施設の「山紫苑」は宿泊休憩とも計画人数には届かなかったが、冬場のカニプ

ランが好調であったことに加え外訪セールスの効果や、じゃらん・楽天など OTA のお得な

プランの積極的な参画なども功を奏し、10 年ぶりの黒字となった。 

「しかの温泉館」は大幅な利用者減少により赤字計上となった。年度当初の料金値上げ

による利用者の減少は想定していたが、9 月頃まで続いた猛暑や 2 月のサウナ工事による

2 週間の休業、11 月のいい風呂の日チケット販売取りやめなどが売り上げに影響した。 

「そば道場」はスタッフの入れ替わり時期と重なり体験利用が多少減少したが、食堂利

用の増加や、11 月のメニューリニューアルに併せた値上げなどにより、売り上げに貢献し

た。 

「おもしろ市場」は出荷者の減少に伴い商品不足が常態化し、利用者が大幅に減少した

ことで売り上げが減少、5 年連続赤字計上となった。 

「そば処」もインスタ発信など PR にも努めたが利用者が減少しこちらも 5 年連続赤字

計上となった。 

「加工所」はそばやとち餅など餅類の販売に努めたが前年度並みの売り上げに留まり、

経費出費に於いて機械の修繕や除雪費の増加、製造に係る人件費の増加などにより前年度

に続き赤字計上となった。 

「切花」は普段の月はマイナスであるが 8 月 9 月 3 月の盆や彼岸で利益を出し、特に 3 

月の彼岸で最終利益を確保する形となっている。 

「農業」は猛暑で夏野菜が計画通りにいかなかったものの、交付金の増加やコメの高騰

により前年度より 719 万円増加し、そばの生産が前年度より数量売上ともに増加したこと


